
会員 68名中 46 名出席 67.65％ 

修正 55人     80.88％ 

メイクアップ 9 名 

国際ロータリー第 2530地区 県北第一分区 

福島南ロータリークラブ会報 

 
福島南ロータリークラブ 会長 渡邊 正義 

                             今年度スローガン    【 インスパイヤ 】 

 

◆会長挨拶  渡邊 正義 会長 

皆さんおはようございます。本日も宜しくお願い致します。 

コロナが急激に増えています。この現状を踏まえ、大変残念ですが８月３日の夜間例会と

８月２４日の移動例会は取りやめとさせていただきます。誠に申し訳ございません。 

出鼻をくじかれてしまい私も残念至極です。 

皆様のテーブルにあるパンフレットをご覧ください。９月に行われる【ふくしまチェン

バー・オーケストラ】の定期音楽会について少しお話したいと思います。 

先日、県北第一分区で市長に表敬訪問した時の話です。 

福島市としてもバックアップしてきた演奏会ですが、いまひとつ盛り上がりに欠けており、木幡市長から 

「是非、ロータリーの皆様の御協力によりこの演奏会を盛り上げてほしい」とお願いされました。 

この件に関しましては県北第一分区の箭内ガバナー補佐からも会長幹事会において特にお願いされました。 

ロータリーの会としてはなかなか難しいでしょうが、会員皆様方のお力を是非お借りしたいと思いますので宜

しくお願い致します。以上会長挨拶でした有難うございました。 

 

◆第 1回ガバナー補佐訪問   

 

【ご来賓】 

県北第一分区ガバナー補佐   箭内 一典 様 

県北第一分区幹事       佐藤 龍史 様 

県北第一分区幹事       高橋 正見 様 

 

◆新入会員紹介 

   

 

新入会員      増子 芳教 会員 

カウンセラー     一條 浩孝 直前会長 

 

 

◆誕生日のお祝い               

     

お誕生日おめでとうございます。 

橋脇 英行 会員（ 7月 28日生） 

増子 芳教 会員（ 7月  4日生） 

第 3回例会 

 2022.7.27  



◆オープン例会について 会員増強委員会 髙橋 勇雄委員長 
 

【8月 31日開催のオープン例会を成功させましょう】 

 

会員増強への一大キャンペーンとして 8 月 31 日に新会員候補者を一同に募り、オープン例会

形式と言う企画をしました。主旨は、会員減少対策と、高齢化対策の二つです。 

 はじめに、当クラブの会員数のこれまでの推移を見ますと東日本大震災以前は 67 名、震災

後は 75 名へ拡大。何故増えたのか振り返れば、震災時、当クラブには大橋ガバナーが存在し

国内外から想像をはるかに超える義捐金・物資が続々届きました。当クラブ会員はロータリー

の素晴らしさに感動・感銘を受け、会員同士に強い「絆」が生まれ、日々の行動にも変化、情

熱と感動を背景に、会員増加につながりました。あれから 11年、その感動も徐々に薄れ、日々

の行動も以前に戻り、コロナ禍も有り、あの時培った強い絆も薄れ、結果、震災前の 67 名ま

で減少、平均年齢も、年々上がり、高齢化が進んでいます。地区内には 63クラブが有り、当クラブは会員数で 4番目

に多いクラブと長年認識してきましたが、今現在５番目、６番目になろうかと言う所まで来ました。 

（郡山、福島 93 郡山南 87 いわき小名浜 72 福島南 68 白河西 66） 

67 名時と、75名時では財源の差は歴然で、活動の原動力に大きな違いがあります。やはり数は力、勢いが違います。 

未来計画委員会の目標に会員数 80 名（衛生クラブ含む）、平均年齢 63 歳と挙げられました。現在の平均年齢は 64.85

歳でなんとか達成出来そうな目標ですが、会員数 80名は一筋縄では叶いません、本気さが必要です。 

そこで、皆様へのお願いと本日の本題です。 

【オープン例会について】 

1.目的：会員としてお誘いしたい、仲間として入会してほしい、と思う 40 歳～50 歳くらいの友人、知人をお招きし

「オープン例会」を開催、ロータリー例会の雰囲気を感じて頂き、入会をして頂くため。 

2.お誘いする目標人数 ：１０名 

3.来場された方への対応：⇒勝負はここになります。 

歓迎されている、必要とされていると感じさせること、暖かくもてなすこと。 

『そこで』 

対策 1：ウエルカムタイムとして 12時から 20分間、名刺交換を充てます。皆さんの行動にかかってきます。笑顔で

積極的にお願いします。従って、会員の皆様には極力 12 時には来場をお願いします。 

対策 2：招待者は１テーブルにお一人づつとし、そこに紹介者と知り合い、顔見知りで固め、歓迎ムード全開で実施。

人はそこに、居場所と拠り所を求めるものです。 

対策 3：ランチは豪華ではなく、簡単に食べられるものにし、食事に集中して時間を取られる事を避けます。 

『最後に』 

縷々述べましたが、招待者 10 人が目標です。40代 50代となると、比較的若い会員の役割が最重要となります 

勿論、ご年配の方々のお力も必要ですが、いかんせん 40～50代との接点が少ないのも事実、接点の多い同世代会員

の方々、自分の為に自分の仲間集めと思って、取り組んで下さい。 

そしてもう一つ、原動力は女性です、どうか女性候補者を募って下さい。特に女性会員の強力な紹介がキーとな

ります男女平等、比率も同じ、もっともっと女性会員を増やしましょう 

【当クラブ目標；80名  平均年齢 63 歳】 

 

★名実ともに地区№１のクラブを目指しましょう★ 



 

◆第１回ガバナー補佐スピーチ   県北第一分区ガバナー補佐   箭内 一典  様 

 

今年度県北第一分区ガバナー補佐を務めます福島中央ロータリークラブ

の箭内一典です。これから 1 年間、分区幹事の高橋正見さんと佐藤龍史さ

んの協力で、ガバナー補佐の大任を勤め上げたいと思います。宜しくお願

い致します。さて、県北第一分区の 7月 1 日現在の会員数ですが、346名と

なりました。昨年度の 7 月 1 日は 350 名でしたので、前年度より 4 名減と

なりました。各クラブの状況は、福島 RC が 1 名増の 95 名、福島２１RC が

増減なしの 41 名、福島中央 RC が 3 名減の 47 名、福島南 RC が 5 名減の 65

名、福島西 RCが 1 名増の 24 名、二本松 RCが 2名増の 39 名、二本松あだたら RC が増減なしの 35名でした。(図１) 

2530 地区全体で見てみますと、昨年度の 6 月末の会員数は 51 名減の 2,167 名でした。昨年度は 63 クラブ中、半数

近くの 30 クラブが会員数を減らしています。また、一昨年度と同じが 14 クラブ、一昨年度より会員数が増えたのは

19 クラブだけとなっています。 例年 10 名前後の大幅増強を達成したクラブもありましたが、昨年度は 5名純増の郡

山あさか RC が最高で、2名純増が 3 クラブ、1名の純増が 15クラブでした。会員数が減少したクラブでは、いわき四

倉が 9名減で、今年度の会員は 2名です。福島しんたつも 6名減で会員 15名となりました。 

国際ロータリーの目標は、来年、2023年の 6月末までに、世界のロータリアンの女性会員比率を 30％にすることで

すが。今年 6月の時点で、世界の約 117万人のロータリアンのうち約 29 万人が女性会員で、比率は 25％となっていま

す。ジョーンズ RI 会長は、世界の 110 各国既に 30％を達成しており、30％は 50％の足掛かりに過ぎないと述べてい

ます。隣の韓国はロータリアンが約 64,800 人うち 21％の 13,600 人が女性会員です。台湾はロータリアンが 33,400

人、うち 29％の 9,700 人が女性会員です。一方日本はロータリアン 82,500 人、うち女性会員は 7.3％の 6 千人です。

女性会員比率 7.3％は国別では世界最低となっています。日本のロータリー会員の減少にストップをかけるには、女性

会員の拡大が必要です。（図２） 

次に、2530 地区重点目標についてですが、佐藤正道ガバナー年度の一番の特徴は、会員増強に関して、これまでの

地区からの要請による画一的目標でなく、各クラブが自分のクラブの現況の会員構成をよく分析し、クラブの将

来の望ましい姿をイメージし、また地域社会の状況など考慮し、目標を立ててほしいと述べている点です。 

地区重点目標の要旨は以下の通りです。 

１，DEIを取り入れ会員増強拡大 

DEI を取り込むことによってクラブ環境整え、現状を分析し、クラブの望む姿を描き、会員の積極的な参加を促

しましょう。 

２，よりインパクトのある奉仕事業の実践 

短絡的な奉仕活動でなく、持続可能な変化をもたらす事業を進めましょう。 

地域のニーズを掘り起こし、調査を入念にし、その効果を予測し、成果を測定することによって、インパクトの

ある奉仕事業が行えます。 

３，活動の情報発信 

たとえ素晴らしい活動を行っていても、他の人に伝わらなければ、共感や協力を得ることができません。多くの

人に私たちの活動を広めましょう。 

４，ネットワークの構築 

ロータリーファミリはもとより、私たちの想いに賛同し活動する人々と交流しましょう。 

５，ポリオ撲滅 

野生株のポリオの発症例がなくなって 6年を経過しないと、根絶したことにはなりま 

せん。その間毎年世界中の 4 億 5 千万人の子供たちにワクチンが投与されます。 



次に、これは今年 6月の県北第一分区 7クラブの各クラブ年齢層の分布図です。 

このグラフを見ると福島中央 RC と福島南 RC が会員の高齢化が進んでいる様です。早急に対策を打たないと、今の会

員数の維持はかなり困難かもしれません。（図３） 一方、次のグラフは若い会員の増強が比較的うまくいっていると

思われる、年齢構成バランスの良い２クラブです。（図４） 

毎年 JCとのゴルフ交流や夜間例会招待で、毎年確実に４０代会員の増強に成功している白河西 RC。郡山で最も活気

があるクラブと言われている郡山南 RC の会員年齢層グラフです。郡山南 RC は若い会員に対する面倒見もよく、クラ

ブ内に合唱やゴルフなどの数多くの愛好会が作られている。また、奥様などの家族参加の行事が多く設けており、奥

様の会（ミセス・サウス）を設け、奥様同士の交流も盛んだそうです。この 2 つのクラブは 6 年連続で、会員数も増

加しています。これらの成功事例は、他のクラブのクラブ運営に大いに参考になると思います。 

今年度のテーマはイマジンロータリーです。これから 1 年間、大きな夢を抱き、その実現のため行動しましょう！ 

 

 

 

図１．                            図２. 

 

 

 

 

 図３.                           図４. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


